
第
13
回
退
職
者
の
会
総
会
（
１
月
15
日
） 

ア
ク
ロ
ス
福
岡
会
議
室
に
て
開
催 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
受

け
て
長
ら
く
活
動
を
休
止
し
て
き
ま
し
た
が
、
10
月

19
日
に
役
員
会
を
開
き
活
動
再
開
に
つ
い
て
他
団

体
等
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
協
議
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
り
、
感
染
拡

大
が
抑
制
さ
れ
、
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
た
こ

と
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
準
備
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
、
昨
年
中
止
し
文
書

報
告
と
し
て
い
た
退
職
者
の
会
総

会
を
新
年
1
月
15
日
（
土
）
に
開

い
て
新
年
度
活
動
方
針
と
新
役
員
の
選
出
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
総
会
に

続
い
て
懇
親
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
大

人
数
で
の
会
食
は
控
え
る
必
要
も
あ
り
総
会
・
役
員

選
出
と
講
話
に
止
め
、
２
時
間
以
内
で
終
了
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
出
席
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

尚
、
今
回
は
規
約
で
任
期
２
年
と
な
っ
て
い
る
役

員
の
改
選
の
年
度
に
な
り
ま
す
。
役
員
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

日
時 

１
月
15
日
（
土
）
10
時
受
付 

会
場 

ア
ク
ロ
ス
福
岡 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

６
０
１
会
議
室 

講
話 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

と
公
衆
衛
生
の
危
機 

講
話 
橫
多
文
男
さ
ん 

（
元
市
政
研
究
会
事
務
局
長
） 

総
会 

 

①
経
過
報
告
・
会
計
報
告 

 
 
 

 

②
新
年
度
活
動
方
針
（
案
） 

 
 
 

 

③
新
年
度
会
計
予
算 

＊
総
会
終
了
後
に
持
帰
り
弁
当
を
配
布
し
ま
す
。 

＊
出
席
さ
れ
ま
す
方
は
、
１
月
10
日
（
月
）
ま
で
に 

市
職
労
（7

1
1
-
4
9
4
0

）
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
今
後
の
具
体
的
計
画 

 

山
歩
き
同
好
会 

 
 

可
也
山
（
３
６
５
ｍ
） 

 
 

 

日
時 

11
月
13
日(

土) 
 

 
 
 

集
合 

筑
前
前
原
駅
に
9
時
30
分
集
合 

＊
地
下
鉄
博
多
駅
で
前
原
行
の
8
時
48 

分
発
に
乗
車
し
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

＊
弁
当
持
参 

 
 
 
 
 

雨
天
の
場
合
は
、
中
止
や
延
期 

前
日
に
電
話
・
メ
ー
ル
に
て
連
絡
。 

 
 
 
 

＊
参
加
希
望
者
は
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願 

い
し
ま
す
。 

（
携
帯
番
号092

-1346-7117

横
多
） 

 
 

若
杉
山
（
６
８
１
ｍ
） 

 
 
 

日
時 

12
月
11
日(

土) 

 
 
 

集
合 

博
多
駅
発
篠
栗
行
き
（
8
時
52
分
） 

長
者
原
乗
換
で
須
恵
中
央
ま
で 

西
鉄
バ
ス
で
皿
山
公
園
下
車 

 
 
 
 

＊
弁
当
持
参 

 
 
 
 

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止
又
は
延
期 

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
連
絡
し 

て
く
だ
さ
い
。 

（
携
帯
番
号092

-1346-7117

横
多
） 

 

小
旅
ク
ラ
ブ
（
企
画
案
） 

 
 

大
牟
田
市
（
近
代
化
遺
産
の
見
学
） 

 
 
 

日
時 

４
月
初
旬 

 
 

若
松
の
街
歩
き
（
直
方
の
つ
づ
き
で
す
） 

 
 
 

日
時 

５
月
連
休
明
け 

＊
詳
細
は
日
程
の
決
ま
り
し
だ
い
「
た
よ
り
」
に
て 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▽
バ
ス
ハ
イ
ク
の
計
画
は
、
来
年
８
月
以
降
の
感

染
拡
大
の
状
況
な
ど
を
み
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。 
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公
衆
衛
生
と
保
健
・
福
祉
行
政
の
強
化

と
拡
充
、
安
心
で
き
る
被
災
者
支
援
を 

コ
ロ
ナ
危
機
で
崩
壊
寸
前
の
医
療
と
福
祉 

世
界
保
健
機
関(
WHO)

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
て
２
年
が
過
ぎ
、
世
界

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
今
年
10
月
21
日
現
在

２
億
４
０
０
０
万
人
を
超
え
、
死
者
も
５
０
０
万
人

に
達
す
る
な
ど
史
上
か
っ
て
人
類
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
昨
年
11
月
か
ら
の
第
3
波
に
続
い
て
、

８
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
第
４
波
の
大
規
模
な
感

染
拡
大
を
引
き
起
こ
し
、
１
年
半
に
及
ぶ
緊
急
事
態

宣
言
の
元
で
感
染
者
が
１
７
２
万
人
余
、
死
亡
者
が

１
万
８
０
０
０
人
以
上
に
増
加
す
る
な
ど
依
然
と
し

て
出
口
の
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
の
感
染
拡
大
時
か
ら
言
わ
れ
続
け
て
き

た
保
健
所
（
公
衆
衛
生
）
や
医
療
機
関
等
の
統
廃
合

に
よ
る
脆
弱
な
体
制
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
遅
れ
と
相

ま
っ
て
相
談
・
調
査
・
検
査
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、
医
療

崩
壊
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
自
宅
待
機
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
在
宅
死
亡
が
続
発
す
る
な
ど
国
民

の
不
安
も
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。 

し
か
も
、
民
間
依
存
の
介
護
施
設
や
保
育
園
で
の

集
団
感
染
が
次
々
に
発
生
し
て
施
設
職
員
の
退
職
等

も
相
次
ぎ
、
劣
悪
な
労
働
条
件
等
か
ら
新
た
な
雇
用

も
困
難
で
人
員
不
足
か
ら
休
業
・
廃
業
・
倒
産
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
小
中
学
校
で
も
感
染
予
防
の

た
め
分
散
登
校
の
教
育
や
リ
モ
ー
ト
教
育
が
行
わ
れ
、

生
徒
間
で
の
学
習
の
遅
れ
や
格
差
も
広
が
り
重
大
な

教
育
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
学
で
は
対
面
授
業
が
開
か
れ
な
い
ま
ま
１
年
が

経
過
し
て
、
リ
モ
ー
ト
授
業
で
は
実
習
が
伴
わ
ず
資

格
取
得
も
出
来
ず
に
留
年
、
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
学
生
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
は
日
本

の
医
療
・
福
祉
・
教
育
制
度
に
つ
い
て
大
幅
な
改
善
・

改
革
の
必
要
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

開
発
の
限
界
と
地
球
環
境
の
危
機 

国
連
開
発
計
画
（UNDP

）
は
２
０
２
０
年
版
報
告

書
で
、
人
間
の
活
動
が
地
球
環
境
に
か
け
る
負
荷
が

『
人
類
の
進
歩
を
行
き
詰
ま
ら
せ
る
危
険
が
あ
る
』

と
警
告
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
世
界
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
多
発
し
温
暖
化
等
に
よ
る
地
球
環
境

の
危
機
が
叫
ば
れ
、
CO2
排
出
量
の
削
減
な
ど
持
続
可

能
な
経
済
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

と
り
わ
けCO2
の
排
出
増
加
に
責
任
の
あ
る
先
進

国
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
よ
る
排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の
時
間
は
刻
一

刻
と
迫
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
の
共
生
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
脱
成
長
を
掲
げ
て
福
祉
や
教
育
・
医
療
な
ど

人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
自
然
環
境
を
維
持
・

保
全
す
る
政
策
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

格
差
解
消
と
対
等
平
等
の
世
界
に
向
け 

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
世
界
の
貧
困
地
域

で
食
糧
支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世
界
食
糧
計

画
）
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ロ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
報
道

の
自
由
が
危
機
に
瀕
し
、
90
年
代
以
降
、
ロ
シ
ア
で

58
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
87
人
の
記
者
が
殺
害
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
授
賞
は
そ
ん
な
厳
し
い
政
治

情
勢
の
な
か
で
真
実
を
伝
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

励
ま
し
、
応
援
す
る
狙
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

新
自
由
主
義
の
経
済
政
策
に
よ
っ
て
世
界
中
に
格

差
と
貧
困
が
広
が
り
、
中
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中

東
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
各
地
で
内
線
や
紛
争
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
国
連
で
は
来
年
1
月
か
ら
核
兵
器
禁

止
条
約
（
開
発
・
実
験
・
生
産
・
保
有
・
使
用
を
許
さ

ず
、
核
に
よ
る
威
嚇
も
禁
止
す
る
）
が
発
効
と
な
り

ま
す
が
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
入
る
日
本
政
府
は
批

准
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
の
世
界
は
、
格
差
解
消
と
相
互
信
頼
に
基
づ
く
対

等
・
平
等
・
互
恵
の
世
界
へ
と
歩
み
進
め
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
の
感
謝
を
込
め
て 

今
年
も
年
末
年
始
を
自
ら
の
感
染
リ
ス
ク
と
家
族

へ
の
不
安
も
抱
え
な
が
ら
、
患
者
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
使
命
感
を
持
っ
て
勤
務
さ
れ
る
多
く
の
医

療
関
係
者
、
保
健
所
職
員
、
介
護
職
場
の
皆
さ
ん
に

「
あ
り
が
と
う
、
ご
苦
労
様
で
す
」
の
感
謝
の
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。 


